
14
日
開
票
で
行
わ
れ
た
総
選

挙
。
マ
ス
コ
ミ
・
テ
レ
ビ
報
道

で
は｢

安
倍
政
権
大
勝｣

「
圧
勝
」

と
い
う
見
出
し
を
出
し
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
こ
の
選
挙
で
国

民
か
ら｢

信
任
さ
れ
た
」
と
原
発

再
稼
働
や
集
団
的
自
衛
権
行
使

な
ど
を
推
し
進
め
て
い
く
考
え

を
明
ら
か
に
し
て
ま
す
。

選
挙
期
間
中
は｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
解
散
」
と
経
済
問
題
に
焦
点

を
絞
ら
せ
て
お
き
な
が
ら
、
選

挙
で
議
席
の
多
数
を
得
る
結
果

が
出
た
ら
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
に
つ
い
て
、
「
街
頭
演
説
で

も
テ
レ
ビ
討
論
で
も
訴
え
て
き

た
」
「
約
束
し
た
こ
と
を
実
行

し
て
い
く
」
な
ど
強
弁
し
て
い

ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
１

低
投
票
率

50
％
を
少
し
超
え
る
投
票

率
。
2
人
に
1
人
が
棄
権
。

自
民
党
は
比
例
で
は
得
票
率

33
％
、
小
選
挙
区
で
も
48
％
。

つ
ま
り
国
民
の
4
人
に
1
人

し
か
支
持
を
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
２

小
選
挙
区
制
の
マ
ジ
ッ
ク
！

衆
院
の
３
分
の
２
を
上
回

る
議
席
を
自
公
で
獲
得
。
前

回
と
当
選
者
数
で
み
れ
ば
横

ば
い
。

小
選
挙
区
で
は
48
％
の
得

票
で
小
選
挙
区
議
席
の
ナ
ン

ト
約
76
％
を
占
有
。
多
く
の

国
民
の
1
票
が
死
に
票
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/
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とよなか
豊中教職員組合 子

ど
も
達
の
豊
か

な
成
長
・
発
達
の

た
め
に
皆
で
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！

選
挙
結
果

ど
う
見
る
か

「
自
公
の
大
勝
」
『
圧
勝
」
で
ホ
ン
ト
？

(部内資料）

名
護
市
長
選
挙

沖
縄
知
事

選
に
続
い
て
、
自
公
政
権
が
す

す
め
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
に

反
対
の
沖
縄
県
民
の
民
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
の
結
果
を

あ
ま
り
大
き
く
扱
わ
な
い
本
土

の
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
報
道
で
す
。

沖
縄
で
は
、
こ
の
間
、
保
守
も

革
新
も
『
新
基
地
を
造
ら
せ
な

い
』
の
一
点
で
の
県
民
の
共
同

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

今
回
の
選
挙
結
果
を
生
み
ま
し

た
。沖

縄
県
民
の
気
持
ち
は
は
っ

き
り
、
基
地
建
設
す
す
め
る
自

民
候
補
Ｎ
Ｏ
の
審
判
で
す
。

○
小
選
挙
区
で
の
当
選
者

一
区

共
産
党
公
認

二
区

社
民
党
公
認

三
区

生
活
の
党
公
認

四
区

無
所
属

（
元
自
民
党
県
連
幹
事
長
）

新
基
地
は
造
ら
せ
な
い｢

オ
ー
ル
沖
縄
」
完
勝

安
倍
政
権
に

激
震

1月19日 名護市長選挙
稲嶺 19839
末松 15684

9月7日 名護市議選
稲嶺与党 14議席
野党 11議席

11月16日 知事選
翁長 ３６万
仲井真 ２６万

県民は
新基地ＮＯ
を選択

沖
縄で

は



○
ポ
イ
ン
ト
３

国
民
の
選
択

民
主
は
議
席
を
伸
ば
し
た

も
の
の
党
首
落
選
で
伸
び
な

や
み
。
第
三
極
と
よ
ば
れ
た

各
党
も
激
減
や
不
振
と
い
え

ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
も
指
摘
す

る
よ
う
に
自
民
の
す
す
め
る

政
策
へ
の
批
判
の
声
が
一
定
、

共
産
に
寄
せ
ら
れ
た
と
い
え

ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
４

国
民
は
白
紙
委
任

し
て
い
な
い
。

こ
の
間
の
4
回
の
国
政
選

挙
で
自
民
は
国
民
か
ら
の
得

票
を
大
き
く
増
や
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。｢

小
選
挙
区
制
度
」

と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
、
議

席
を
多
数
得
た
だ
け
で
す
。

国
民
多
数
が
政
策
を
支
持
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。民

主
主
義
国
、
国
民
主
権

の
私
た
ち
の
国
の
す
す
む
道

は
国
民
が
決
め
る
の
で
す
。

○
11
月
18
日

解
散
表
明
後
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
］
出
演
し
た
安
倍

首
相
。

［
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
回

復
を
感
じ
て
い
る
か｣

と
い
う

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

批
判
的
な
国
民
の
声
に｢

選

ん
で
い
る
」
と
顔
色
を
変
え

て
編
集
の
仕
方
に
疑
問
の
声

を
あ
げ
た
安
倍
首
相
。

○
11
月
20
日

選
挙
直
前
に
、
在
京
テ
レ

ビ
キ
ー
局
に
〈
選
挙
時
期
に

お
け
る
報
道
の
公
平
中
立
な

ら
び
に
公
正
確
保
に
つ
い
て

の
お
願
い
〉
と
い
う
文
書
を

自
民
党
が
お
く
る
。

｢

過
去
に
お
い
て
は
、
具
体
名

は
差
し
控
え
ま
す
が
、
あ
る

テ
レ
ビ
局
が
政
権
交
代
実
現

を
画
策
し
て
偏
向
報
道
を
お

こ
な
い
、
そ
れ
を
事
実
と
し

て
認
め
て
誇
り
、
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
た
事
例
も
あ
っ

た
」

※
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
件

に
当
初
沈
黙
。

○
11
月
26
日

「
ノ
―
ボ
ー
ダ
ー
」
が
こ

の
文
書
の
こ
と
を
報
道
。

○
11
月
28
日

大
手
メ
デ
ィ
ア
も
報
道
。

こ
の
自
民
党
の
動
き
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
か
ら
「
報
道
の
自

由
へ
の
不
当
な
介
入
や
圧
力
」

報
道
機
関
に
よ
る
萎
縮
に
つ

な
が
る
と
懸
念
の
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

が
、
追
及
す
る
よ
う
な
大
き

な
報
道
は
大
手
メ
デ
ィ
ア
で

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

マ
ス
コ
ミ
と

開
票
2
日
後

編
集
委
員
ら
と
会
食

読
売
、
朝
日
、
毎
日
、
日

経
、
Ｈ
Ｎ
Ｋ
、
日
本
テ
レ
ビ
、

時
事
の
編
集
委
員
・
解
説
委

員
と
安
倍
首
相
は
東
京
都
内

の
報
道
関
係
者
が
事
務
所
を

構
え
る
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
近

く
の
す
し
店
で
会
食
。

ど
ん
な
内
容
が
話
さ
れ
た
の

か
は
、
完
全
な
オ
フ
レ
コ
で
？
？

が
、
一
国
の
総
理
大
臣
が

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
近
し
い

関
係
を
求
め
る
の
は
な
ぜ
？

21年自民大敗
民主政権交代
の選挙よりも
得票数は減

主な政党得票のみ

安
倍
自
民
の
マ
ス
コ
ミ
対
策

マ
ス
コ
ミ
は
真
実
を
報
道
で
き
て
い
る
の
か
！

報
道
内
容
に
圧
力

強
め
る

〔
参
考
資
料
〕

11
月
１
・
２
日
世
論
調
査

Ｊ
Ｎ
Ｎ

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気

回
復
に
つ
い
て
」

89
％
が
実
感
な
い

Ｆ
Ｎ
Ｎ

｢

景
気
回
復
を

実
感
し
て
い
な
い
」
81
％

本当のことが知りたい


